
【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 16 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 新井 勉   

下記のとおり提出いたします。  



【成果物9－2］  

6 その他の発表   

新聞掲載  

新聞名 （朝刊・夕刊）  掲載年月日  発表／掲載音名  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名  提出物  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）  

（他の研究への発展）  

明治前期における政府の裁判干渉との絡みで、裁判官の身分保障を研究することとなり、ひいては明治時代  

全般の裁判官の身分保障や、広い意味の裁判所・裁判官の研究として、行政裁判所・行政裁判官の研究まで  

手を広げた結果、『日本法学』74巻2号（平成20年7月発行）誌上、新井勉「明治後期における行政裁判  

所の内紛一行政裁判官の身分保障を中心として－」を纏めることができた。これも、平成19年度学術研究  

助成金の給付をうけ、裁判干渉の研究に手をつけたお蔭です。  

（その他）   



【別紙様式 9】  
課題番号  

個ロ7－0β2  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 感 月／ヅ日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

新谷 眞人  

法学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の⑳・否）いずれかを0で圃んでください8否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

■ 平成21年4月17日  

日 本 大 学 総 長  殿  ，一－、＼  

口
 
 

／
巨
 
 

∧
l
r
I
■
 

氏  名  神  尾  真 知  子   

所属・資格  法学部 教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（㊨・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 31 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

倉 島  隆  氏  名   

所属・資格  法 学 部 ・ 教 授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（回・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2】   



【別紙様式 9】  
課題番号  

個07■－掴6  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 ヱ／年j 月／ダ日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格   

下記のとおり提出いたします。  



【成果物9■－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 2 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

工㈱  

法学部・准教授  

氏  名   

所属・資格  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成よ／年年月 ′デ日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  福島康仁  

所属・＼資格  法学部・准教授   

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  6 月  1 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・閂格  

別 府 三 奈 子  

法学部 准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の◎・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由霜を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  課題番号  
佃07－O12  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月  14 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

公司  r  

法学部准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥一否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
課題番号  個07－013  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成㌢十年年 月「7日  
日本大学総長 殿  

氏  名  
アトキ務＝  
舌．⊥  

所属・資格〕   

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（可） いずれかを○で国んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－014  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3 月 31 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり投出いたLます。  

※ホームページ等での公開の（○可・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－015  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月27日  

日本大学総長殿  

氏  名  中森広道  

所属・資格  文理学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（⑳・否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



6 その他の発表  

新聞掲載  

発表／掲載者名  新聞名 （朝刊・夕刊）  掲載年月日  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名   提出物（講演）  内 容  数 量（年月）  

中森広道   緊急地震速報の現状と課題  第8回KDDI総研セミナー  平成19年11月  

中森広道  
緊急地震速報に対する意識と   NIⅨ放送研修センター ケープ   平成19年11月    対応   ルテレビの災害放送研修  

中森広道  
緊急地震速報に関する意識調   総務省信越総合通信局「緊急地   平成20年3月    査結果について   震速報セミナー」  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）  

（他の研究への発展）  

（その他）  



【別紙様式 9】  
個07－016  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 6 月 25 日  
日 本 大 学 総 長  殿  虜㌍呵  

氏  名   

所属・資格  

山田  祐子  

文理学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の⑳1否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2〕   



tOOOOOlO  

【別紙様式 9】  
個07－017  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月31日  

氏  名  小笠原喜康  

所属・㌍格  文理学部・教授  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の◎・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



tOOOOO川  

［成果物9－2］  

提出物  数 量   



【別紙様式 9】  
個07・018  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 2ノ 年J月J日  
日 本 大 学 総 長  殿  

坂本  真土  氏  名   

所属・資格  文理学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－019  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3 月 30 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  文理学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ ホームページ等での公開の㊥・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由薔を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－020  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月31日  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

しlずれかを○で囲んでくださしヽ。否の場合は．理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・021  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月31日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  鈴木  理  

所属・資格  文理学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（可・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・022  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3月  19日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  橋本  拓也  印  

所属・資格  文理学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の  いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］  

6 その他の発表   

新聞掲載  

掲載年月日  新聞名 （朝刊・夕刊）   発表／掲載者名  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

提出物  氏 名   

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

なし  

（外部資金の獲得）   

平成21年度より開始予定の私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「構造制御および電子状態制御に基づく  

新物質の開発（代表：文理学部りJ、林昭子教授）」の中に、本成果をベースとするさらに高いイオン導電度を  

持つ酸化物の探索や燃料電池運転環境での材料の強度測定を行い、実用化を目指す試みが取り入れられた。  

（他の研究への発展）  

Lal・Ⅹ・yCaxSryCrO3の高密度化に成功したことを受けて、本試料の機械的強度測定を実施することを現在計  

画中である。従来材料であるLal・ⅩCaxCrO3と異なり本試料は室温～燃料電池作動温度内に構造相転移が存在  

しないため、相転移に伴う強度劣化がないものと期待されるが、これはまだ実証されてはいない。日本で小  

型かつ多数の試料の強度を、温度を変えながら測定できる装置は東北大学多元研、水崎教授の研究室にしか  

ないため、共同研究を実施する予定である。  

（その他）  

なし   



【別紙様式 9】  
個07－023  ＊課題番号  

注：課頴商号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3月  3日  
日本大学総‡壬 殿  

氏  名 
ふ                                                       ／：  

所属・  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
1 種 目  一般研究（共同研究）／総合研究   昭働研究／  

2 研究課期  

超耐熱性漬明石分子フイルム合成をめざしたニッケル錯体触媒系の開発  

3 研究維持（共l司研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分打者（役冊分担）  

4 学会発衣彗（要旨奥の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

学会名  発衷テーマ  発衣有名  

鹿田智桧   

山本鰹雄  平成19年   

1．0月27日  
耶54回  

打撲食間化学討論会  

TheReactionofCpNi－methylCompIcx、、再h  

B（C6F5）3：Cala］ysisandSpecificityin  

AdditionPoIvmeri7ationo「Norbornene  
会田昭二郎   

Tardif Olivier 

丸山洋一郎  

若槻雄難  

5 署㌻lト雄．浩論文（著書・維誌・抜き刷り等を添付してください。コピ・・・・の場合は掲載されたことが客観的l拗、るものを添付してください。）  

粁ノ芋名・雅語名／論文名  ∃11：箭・型n一モ才子   出版社・発行所  

Takeo Yamamoto 

Chic Shikada 

Sho直oKaita  
r】’ardifOliviel・  

Yooichiroh Maruyama 
Yasuo Wakatsulci 

J．MolecularCatalysis∧：Chcmical／   

Role or B（CbFI）3in aeli、′aling tTlellickcl－methyl  
C？mP）c＼（n～－C5ト15）Ni（CL［3）（PPh3）toinitiatethe  

V］nyIpoll・merizationofnol・bornen  

2009  

1月  
300  E】scvier  

※ホ‾ムペ‾ジ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでくださいロ否の柑ま・理由寓を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別系氏様式 9】  
個07－024  ＊課題番号  

注：課題香寺を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 5 月 12 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

井尻 直彦  

経済学部・准教授  
ノ  

下青己のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－025  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 1 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

／ 二諦、．  中郡 良樹  氏  名   

所属・資格  

・  ・ニ  

経済学部・准教授  
、】  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付」て下さい0   



［成果物9－2］  

6 その他の発表  

新聞掲載  

発表／掲載者名  新聞名 （朝刊・夕刊）  掲載年月日  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名  提出物  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）  

・科学研究費補助金，経営学理論・手法の学習のための教育支援システム，若手研究（B）  

・組織流動化時代の人的資源開発に関する研究一組織間協力と組織間人材移動をふまえた人材開発・育成・  

活用の問題を中心として一平成20年度 目本大学経済学部産業経常研究所研究プロジェクト（産業経営一般  

研究）  

・ネットワーク産業における標準化と互換性平成20年度 日本大学経済学部経済科学研究所共同研究A  

（他の研究への発展）  

（その他）   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－026  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3 月 16 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

坂野 徹  

経済学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－027  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 5 月 15日  
日 本 大 学 総 長  殿  

所属・資格  経済学部 ・ 教 授  、－′  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（○可・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－028  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 12 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  小笠原 祐子  

所属・資格  経済学部・教授  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07・029  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月10日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  黒沢 義孝  

所属・資格  経済学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・軸書を鮒して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07・030  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 28 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

池本 修一  

経済学部・教授  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】，  
＊課題番号  個07－031  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月24日  

日 本 大 学 総 長  殿  

森 博英  氏  名   

所属・資格  経済学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（⑳・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－032  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 5 月 12 日  

日 本 大 学 綺 長  殿  

氏  名  清水 純  

所属・資格  経済学部・教授  
＼  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・033  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3 月 12 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

加藤一誠   氏  名   

所属・資格  経済学部・教授   

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・034  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3 月 12 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

小巻 泰之  

経済学部・教授  
＼、‾  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・035  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 5 月 14 日  

日 本 大 学 総 長  殿  
そ．  

氏  名  今福愛志   

所属・資格 ∴   

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－036  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 20 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

一 こ 

．ユ ご 

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07・037  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年5月21日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  経済学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊦否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－038  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 11 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

山岸 郁子  

経済学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－039  

注：課夜番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21毎夏月〟日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  長谷川 啓之  

所属・資格  商学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

グローバル化時代における海外進出日系企業の経営課題  

・研究分担者（役割分担）  

「現代アジア事典」  
長谷川 啓之 監修  ・外商投資商業企業試点弁法  2009年4月   文責   堂  

・中国の八一ィオテクノロシ中一政策  

※ホームページ等での公開の巧・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－040  

注：課雷番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月15日  

日 本 大 学 総 長  殿  

市村 隆哉  氏  名   

所属・資格  商学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の⑳・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由＋を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



l【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

2009年  5月  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  商学部  教  授  

下記のとおり提出いたします。  

地球規模の少子高齢化への・先進諸国の対応   

・研究分担者（役割分担） 

受け入れへの取組」  

※ ホームページ等での公開の（回・香）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07  043  

注：課琶番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年  4月10日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  福田昌義   

所属・資格  商学部・教授   

下記のとおり提出いたします。  

社会起業家の活動と「ベンチャーマネジメント」の応用及びその限界   

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）   

・研究分担者（役割分担）  

Summit 2008   （1汚扁ntrepreneurial  
（ダボス会議の分科会）   approaches：IssuesCatalyzingCivic  

EngagementforSocialTransformation  
（2）Shovcasingentrepreneurial  
Approaches：RegionsAsia（Group4）  
（3）ShoYCaSingtheResourceProviders：  
RoundトⅠⅠⅠ  

上記（l）－（3）にパ東リストとして参加  

（所蔵蓼南）  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）   

著者・執筆者   著書名・雑誌名／論文名  巻・号   年月  出版社  



［成果物9－2］   



【別紀様式 9】  
＊課題番号  個07  044  

注：課題番号を記入してくださ  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月25日   

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名牒  

所属・資格  商学部 教授  

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



一己q 【別紙様式∴■、9】  
＊課題番号  個07－  045  

注：課題番号を記入してくださ  

平成19年鹿 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月24日  

．  

日〕本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

下記のとおり提出いたします。  

1種目l奨励研究力一般研究（個人研究）／一般研究（共同研究）／総合研究‡ 
注‥該当する種目を○で囲でください8   

2 研究課題   

出資者貸付金の自己資本化制度に関する研究   

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）   

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）   

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）   

発表者名   学会名 発表テーマ  発表年月  

※ホームページ等での公開の＠・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別舐様式 9】  
＊課題番号  個07－046  

注：課屠番号を記入してください上  

平成19年慶 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年白月16日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格   

佐藤 猛   

商学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

米国証券市場のサーキ示ト・ブレーカーの研究  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の㊥・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  

ぅl卓07一♂ト  

注：課題番号を記入してください。  

ヰ成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3月  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

ICTを活用した映像コミュニケーションによる知識創造に関する研究   

・研究分担者（役割分担）  

5 暮春・雑誌論文 唐酎由志・抜き刷り等を添付してくださしL、。コピーの場合由諭されたことが客観的l功かるものを添  

著者・執筆者   帯吾名・雑誌名／論文名  巻・号   年月  出塀社  
N帥KnowLedgeCr由tionThroughfCTDYnamit  Tnfo工，mati  

h柱tsuruKod叩a  
Capabi恥  2008年8月   Publishin  

※ホームペ→ジ等での公開の㊥・否）げれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付Lて下さい。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してくださいよ  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年4 月1日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 堀江正之  

所属・資格 商学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥一否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  

注：課題番号を記入してくださ【  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年 4  月  
日 本 大 学 総 長 ▲殿  

氏名  村 井  秀 樹  

所属・資格  商学部 ・ 教書受  

下記のとおり提出いたします。  

EU域内のエネルギー 政策と排出権取引会計基準の相関性  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の個・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07  050  

注：課題番号を記入してくださ  

平成19年鹿 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年 4月10日  

日 本 大 学 総 長  殿  

安 田 武 彦  氏  名   

所属・資格  商学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

アジアのクリエイティブ産業に串けるネットワーク形成の特性に関する比較研究   

・研究分担者（役割分担）  

ノベーションの促進  

5 著書・維誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを・  

著者・執筆者   著書名・雑誌名／論文名  巻・号   年月   出版社  

※ホームページ等での公開の（㊥・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   
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